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開校５０周年記念新川祭を振り返って 

『新川祭での大きな一歩』  

１年 

私は新川祭で団結することの大切さを強く感じました。１組は早い時期から練習をしてきました。なかなか

音が取れずに苦労していた男声パートは、昼休みなども使いながら練習していました。アルトパートも音がつ

られないように頑張りました。ソプラノパートは、早めに表現力を磨こうと努力していました。 

合唱が苦手な人も得意な人も関係なく、一人一人が真剣に練習

に取り組んでいたことにとても感動しました。できなくても諦め

ない力の大切さや、全員が協力して助け合うことで、最高にすご

いものを作れることに気づくことができました。他のクラスより

も一番練習をしてきたからこそ、心に響く最高の合唱を創り上げ

ることができたと思います。 

学級のみんなで一丸となって歩んだこの一歩は、これからも団

結して様々な壁を乗り越えていけると感じた合唱でした。 

 

『心を一つに』  

                                  ２年 

 今回の新川祭では、初めて指揮者を務めました。昨年は副パートリーダーを務めており、その時よりも更に

合唱をまとめていかなければならない立場となり、練習にもより一層力が入りました。自分のことだけでなく、

プロジェクトメンバーと協力して全体の課題点を探し、それを改善するための練習をしたり、合唱交流会でい

ただいたアドバイスをまとめ、実行するなど、自分ができることはすべて全力で行いました。そのような練習

を継続することで、新川祭を行う目的の大切さを実感しました。 

 そしてやってきた新川祭本番。当日も声出しをしたり、メッセージカードを送りあったりしたことで、士気

も高まっていました。そのおかげで私も最高の指揮を振ることができ、クラスのみんなも今までで一番の歌声

で応えてくれました。その甲斐もあり、金賞を取ることができました。 

陸上競技大会では悔しい思いをしましたが、新川祭では、皆で心を

一つにし、それが結果として表れたので、とても嬉しかったです。ま

た、ふだんの生活も優しさや思いやりのあふれる３組で最高の結果を

迎えることができたことを誇りに思います。これからの学校生活も仲

間と心を一つにし、目標に向かって進んでいくことの大切さを忘れず、

一つ一つ丁寧に過ごしていきたいです。 
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『支えてくれた方々へ感謝』 
３年 

新川祭を終え、一番最初に思い浮かぶ言葉があります。それは「感謝」です。練習の日々を振り返るたび、

「ありがとう」という気持ちで心が満たされます。感謝することが、こんなにも温かく、嬉しい気持ちになる

ことを初めて知りました。私は、指揮者としてクラスの中心に立たなければならない立場でした。しかし、本

番までの道のりには、うまく声がそろわなかったり、意見がすれ違うこともあり、頭を悩ませることもありま

した。しかし、より良い合唱をつくりあげるためにみんなで話し合いを重ね、お互いを認め合いながら一歩ず

つ前に進んでいきました。 

これまで練習についてきてくれて、パートごとに美しい声を重ねたクラスメート、様々な活動をしてくれた

パートリーダーや文化常任委員、美しい曲を完璧なものにしてくれた伴奏者、たくさんのアドバイスや温かい

言葉をかけて、練習を支えてくださった先生方。様々な協力があったおかげで、心を一つにした合唱をつくる

ことができたのだと思います。 

改めて、仲間の存在の大きさや、そして支えてくれた皆さんへの感謝の気持

ちでいっぱいです。本当にありがとうございました。 

本番のステージでは、これまでの思いを込めて全員で歌いきることができ、

心からの達成感を得ることができました。この経験を通して学んだ「感謝」の

気持ちを忘れず、これからの学校生活も、仲間と力を合わせて過ごしていきた

いと思います。 

 

『新川祭の感想』  

５組  

 ぼくは新川祭でトーンチャイムを全員でじょうずにできるかがさいしょはしんぱいでした。はじまる前は

とてもきんちょうしました。ぼくたちは「月の光に」「エーデルワイス」「大切なもの」「アメージンググレー

ス」をえんそうしました。４曲の中で１番がんばった曲は、「アメージンググレース」です。理由は、トーン

チャイムの上の音と下の音を合わせるハモリの場面や、盛り上がるメインの部分で、音を出すタイミングがと

てもむずかしかったからです。でも練習をたくさんして、本番でかんぺきにできたのでよかったです。発表が

おわったあと、「よかった」と安心しました。はじめての新川祭は、大成功になりま

した。合唱では６人しかいなかったけど、体育館全体にひびくような合唱ができたの

でよかったです。ほかのクラスも２、３年生のせんぱい方の発表もすごいとおもいま

した。来年の新川祭は、もしできるなら、合唱部とコラボしてみたいです。５組は人

数が少ないですが、ぼくたちが楽器をえんそうして、合唱部の人たちが歌ってくれた

ら、とてもいい発表になるとおもいます。来年もみんなといっしょにがんばりたいです。 

 

 

 

朝の挨拶運動 

新川中央小学校と合同で、３日間の日

程で朝の挨拶運動を行いました。生徒会

役員と小学校の児童会役員が小学校の

玄関前に立ち、登校してくる児童に元気な声で「おはようござい

ます」と声をかけました。それに対し、笑顔で元気に挨拶を返す

姿がたくさん見られ、気持ちの良い１日のスタートとなりました。 

標準服リサイクル 

卒業や成長などにより着用しなくなっ

た標準服やジャージ等を寄贈していた

だき、リサイクルとして必要なご家庭に

提供しております。購入希望の方は学校

までご連絡ください。 

新川祭では、PTAの皆様からお心遣いとして、お菓子のプレゼントをいただきました。

ありがとうございました。 

 


